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原 子 力

水力発電設備

火力発電設備

送変電孝幾器

イヒ学プラント

屯プ川蛸たの安定確化Hま引二公牡括の.‡■Ji比化 松雄化によります圭す践Lく

要求されている｡二のためには】㍍しイ.三和化と安全性に加えて､J‥汀■三城仙ミ仝の

要求にもlう}協朗Lた機音詩糊が要求される｡

原十力発電機昔話では,LH印E力株式仝什島根煉-r一力党一i-か了-をはじめ沸騰

水卿京十力発電巾の私設,あるいは連転経験をJ.!主に,過商Jヰ瑞軒ノ之び′.≡EノJ

存朴の指増を柑て†米守ノM剣1三1竺の｢11J確化格納手招詩内作捌ご1三グ叫=二など,そ

の改良･標准化を進めている｡中部電力株式会引二浜岡充花巾納めの840MW

ターービン発ノi‾丘機の1二亡成は,1,100MW級へグりと礎を更に凹めた｡

水力発電機器では,カナダのマイカ発電所納め世糾l勺人界ち三傑492MWフ

ランシス水中が逆転に人I),人形■几車鮎去技術に好例を残L,中吉ルに-ノJ株ノじ

会社馬瀬川第･発電所で世杵姑人布i占:の149MW糾流ポンプ水!kカ㍉茎転に人

った｡

火力ヲ己1電機器では,60Hz=人各三‡圭タービン輸出の先駆けとな/ンたカナダの

コ【ルソンコープ発電所納めの315MW機が完成,国内では束計.-EソJ株式全

社袖ヶ浦火力発7E巾納めLNG燃焼1,000MW超臨界圧ボイラの肘付けが1こ

了Lたか,騒けl;方止,半素恨化物の低減に立退淵千枝術が採川されている｡

j去変′i正機器では,アメリカのボンネビル電力り:よリ550kVパソファ形ガ

スしゃ断器を含む似イ絹引羽袋帯を受汚し与望作中である｡変拝器ではポーラ

ンド向けに400kV500MVA∴柑単巻変圧器を完成Lた｡今後同形の変庄器

がポーーランドで塑望作される子芯である｡L去I内では火京電力株式全社新イL_i濃

密電所で,サイリスタ バルブをはじめとする300MW†訓度数変授機器が肘

付中である｡

化学プラント部門は,従来にも州して輸出のトライブがかかったが,過

去の盟t:ぎな実績とその作能の良さを買われて好調な歩みを続けている｡上

機器の大形化が進むにつれ,従来凶雄視されてきた人形の特殊な拇枠装

置のある機器類-+叶転柚州機,培養槽などが現地で溶才妾,組_､tてきれるよ

うになり,新境地が開かれた｡3,0001毛圧の高圧ポリエチレンの∫生望追プラ

ント,世界的に■か､品田を誇る合成繊維ポリエステルの一製造の中枢部とな

る車弁装置の連続化 空1て分離を中心とする極†比況のプラントなどは,二

れからますます化学部門の柱として市要性を岬すことになろう｡
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原 子 力

沸月毛水型原子力発電所の改良標

準イヒへの展開

H_､ンニ製作所は,中田電力株式会社.〔古

根原十力発1屯所(電;も出力460MW)の

順調な運転実糸軋 日本原十プJ発電株J〔

会社東海発電所2号機(1,100MW,図

1),東京1富力株式会社福島第一J京子

力発電一昨4号機(780MW)の石堂設参加

など,国内沸騰水巧!壬原r一力発電所の建

設及び運転経験をもとに,通商産業省,

各電力会社の協力を得て,その改良･

標唯化を進めてし､る｡次に主な内容を

示す｡

(1)保守点検作業の的確化のための改良

制御棒駆動機構日動交換装置(別項

参照),中性二十.汁装自動交枚装置,自

動式燃料交換機などを開発し,定期点

検作業の自動化を阿っている｡

(2)帆放射能システム

ろ過式復水脱塩装置と給水溶存酸素

濃度制御設備の併用により,炉水を高

純度に保つとともに,給水加熱器,原

-‾r一炉内構造物などにはコバルト含有率

の低いステンレス鋼をj采用して,放射

性腐食生成物を減らす｡

(3)格納容器内作業性のrJ小卜

格納容器ドライウエル形状の拡大最

適化を図り,機署踊己管の配置を改良し

て機器弁頬周辺の分解点検作業スペ【

スを確保した｡また,逃し安全弁,制

御棒馬1ヰ動機梢の各専用搬出入口や階段

を新設し,モノレール,ジブクレーン

を士■朋畠して定期点検作業が迅速容易に
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図l 日本原子力発電株式会社東i毎発電所2号機

図3 日木原子力発電株式会社東海第二発電所納め中央制御盤
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注:破線は,従来形を示す｡

図2 改良形格納容器(MARK-ⅠⅠ型の例)

行なえるようにした(図2)√_J

このような改良により,我が国の実

情に適した原イーカ党1屯1叶を埋設L,二

れを定着化させて標幣プラント推止らの

足がかりとしたい(

q転㌣

f-】に日本悦十カヲ邑`i古株式仝朴火海節 二

発て=に1叶へ納人,柑汁J▲1こ‾J′し,現れ坑道

転朋幣巾である(図3)｡なお,悦十か

l【11りの制御骨削ま,GE什;生望である｡

二の小一央;別御盤の主なこけ徽は次のと

おりである｡

(1)徹底した中央賀三【1‾一利御方J〔とLた｡

(2)耐訂三設亡汁,乍‡鮒性.没t汁など,似十

力発7む叶としての腋桁な,没i汁j汗叩,■i‾7一

人口 官耶1ニ‡里を実施した｡

(3)新しい鵜畔に対I心して,難燃件･‾に

線を全面【′仰二採‖した｡

(4)ノ安全性l‾戸口_r二のための新システムの

制御計装設備を装イJijiした｡

1,100MWe原子力発電所用中央

制御盤を完成

回1ノ勺二枚大谷呈の沸騰水型僚‾チノJ発電

r叶伺l-1叫ミ滞り御盤を完成し,昭和50年10

制御棒馬区動機構自動交換装置の

開発

H二耗告望作巾では佼‾r-カヲ邑`廿叶完三脚検

杏暗での効率,｢｢り上を回るため､各抑

作業の機械化放び日動化について柿椒

的な試作開発を進めてし-る｡

この定期検査作業のうち,特に紹維

な作:業である制御棒駆動機構の交操作

業については,既にその作業を行なう

制御棒駆動機横目動交換業識:の北本,‡設

計を終了し,.呪在主要部の実物試作機

(図4)による実証吉∫じ験を実施中である｡

本装置の主な精一1主を次に述べる｡

(1)他用環境を考偵二して.‡設計L,性能,

構造的に十分イi_浦川三,安全竹三に傾きれた

ものとなっている｡

(2)本業苗は,既.没及び今後の煉-r･力



図6 自動燃料取替装置
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図4 制御棒駆動機構自動交換装置の着脱ヘ

ッド

発電I叶に適川可能なイ溝道となっている｡

(3)本装置を暁子力発電所定期検瀬に

採用することにより,次の効果が縛ら

図5 840MWe原子

力タービンの6流

低圧部

10

れる｡

(a)

(b)

嶺

完三期検.一査脚J｢‡りが約÷となる｡

放射線作業従三#二打が約克となる｡
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840MWe原子力タービンのエ場

完成

1970年運転開始のパキスタンJ京子力

げ向け138MWeタ【ビン以来数台の悦

子カタービンを納人し,好調な連転を

継続している｡原子力タービンは,ベ

ース ロード用として悼用され,そのJ寸i

カは年々大谷量化されているが,東京

`電力抹式会社福島4号機向け784MWe

に引き続き,中部電力株式会社浜岡発

電所向け840MWeJ京イーカタ】ビンを工

場完成した(図5)｡今後の1,100MWe

∃汲タービンの堪礎となるもので,

(1)高圧部を褐流.とし大容量化に対処

Lている｡

(2)低圧部を6流とし大容量化の標準

形〕克としているが,伸び差,アライメ

ントなどに十分な検討を加えている｡

(3)EHG(Electro-Hydraulic Gov-

ernor)を採用し,沸騰水型原子炉に要

求される応答性の良いものとしている｡

などの特長を持っている｡

原子力発電所燃料取替装置の自

動イヒ

沸騰水型原子力発電所用燃料取替装

置は,毎年1回実施されるプラント:壱

期検査の炉停止時,炉内の燃料を新燃

料と1托I)替えるのに使用される装置で

ある｡従来,本装置は運転員が機上か

ら手動操作していたが,作業能率の向
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上,作業環境の改善などのため,その

遠隔化,L二1勧化が望まれていた｡今回

【;H発した日動燃料枇袴装置は,サイリス

タレオナ…ド速度芦別御装置及びプロセス

占十算機を導入し,燃料把握機の1ノL一次九

(走行,横行,昇l峰,rロ_l転)の適性･位

置音別御をt]動的に行なう ものである｡

本装置は｢自動+,｢遠隔手動+及び｢機

上手動+の3逆転モードを持ち,【]軌

モ…ドでは遠隔制御宅の〕柴作磐よ暮),

簡単な作業指令を与えることにより,

燃料移送を日動的に,かつ安全に行な

えるものとなっている｡この自動燃料

取替装置の本体外観を区16に示す｡

高放射･性固体廃棄物用サイト

ノヾンカ設備

J京イー炉内で使用される制御棒,チャ

ンネル ボ､ソクスなどの高放射性機器

は,完其舶勺に交換され,佗用済み燃料

貯ノ歳プール内に貯蔵されていた｡しか

し,この貯蔵プールは7亡米,煉-‾ナ炉燃

料の保管施設として計画されたもので,

現在では容量的に上記同体廃棄物を専

用に貯蔵するプールの必要性が生じて

きた｡

日立製作所は日本原十力発電株式会

社より,我が国で初めて貯蔵プール及

び1調達設備を含むサイト バンカ施設

を受注し,昭和52年4月からの運転開

始を控え,敦賀発電所で鋭意建設中で

ある｡

貯蔵プールは,研ノ李ステンレス鋼の

図7 日本原子力発電株式会社敦賀発電所納めサイト バンカ設備
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ライニング製で,10年川の貯蔵苓も圭を

持っている｡また,安全卜の配収とし

て,作業員の被曝低i城を壷祝し,プー｢

ル水深の権化さ,フィルタ.設イ7【ifの水中上里

投化など新しいアイディアが組み込ま

れている(図7)_J

準定常トーラス閉じ込め実験装

置(+lPP T-ⅠⅠ)の完成

部古上室人学プラズマ研′先所より′受注

したJIPP T-ⅠⅠは,数多くの特徴と新

設計を持っているトーラス彗■!核融合実

儀装置として,昭和51年7月予定どょi

嘗〓的約的
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月
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り納人を`ノこ了した(図8)｡

本装置の特徴は,

(1)核融合装置として代表的なトカマ

クの実験と,ステラレータとしての実

煩がけ 一装置で勺丁能である｡

(2)プラズマの閉じ込め暗川を延ばす

ため,本格的なコンピュータを用いた

プラズマのフイ【ドバック制御による

安定化ができる｡

(3)高温に耐えられる独Flの令属ガス

ケットの開発,具さ;筆答器内面の表面処

理法の開発,3500cの高温べ一キング

などにより,真空容器の到達真空度は

4×10‾9Torrの匝j期的な値を得ること

ができた｡

拶苧

娩

Jジリ
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感t

図8 準定常トー

ラス閉じ込め実験

装置+lPP T-ⅠI

ll



図9 工場完成した660′000BHPフランシス水車

図10 カナダ国内輸送中の660′000BHPフランシス水車

用ランナ

'巧態 ニ頂∃

謝l農

水力発電設備
言己線的大容量水車の完成

カナダ凶ブりティ シュ･コロンビア

川電力公社納めマイが7邑ノ心朋J660,000

BHPフランシス水中2了乙iは,昭和50年

細めより現地肘什が開始されたが,ニ

のたび押付が完了し,メタルならL逆

転及びオ…バスビート.i∫し験が終了し,

その運き転開始が其朋1三きれている｡)

本水中は,克之大山力660,000BHP

(492MW),般高痛差600ft(183m),岨

転数128.6rpmという世界でい珪H旨の

記錨的大谷_量機であるとともに,次の

ような特出を伯えている(図9).ノ

(1) ラ ン ナ

ランナ内のi太れ‡ji一失を克之′川災にする

ため,乍に十占十算機用プログラム､■FL

ANPT''(Flow Analysisin Mixed

Flow Turbine Runner)を用いてラン

ナ内流れの解析を行なし､､高ノ性能水中

を開発した｡

当初,カナダ国内の一一休ランナの輸

送は無理とされていたが,バージ,鉄

道,トレ【ラなど,椛々な手段を用し-

て特殊ル【卜の開発により,高Ni,13

Cr鋳鋼製溶接-･休ランナの輸送を可能

にし,一言椒件の向_卜を図った｡またラ

ンナは,バージ輸送時の河川の水量制

限により,昭和50年4月から7月にか

けて2f一同時に輸送した(図10)｡

(2)水車主軸

水中主軸を発電機ロータに直結する

1本シャフト方式を才采用し,発電所建

屋高さの減少に貢献した｡

12

狙

世界最大容量斜流ポンプ水車運

転を開始

中部1註力体⊥〔仝什代瀬川第
一党う=泣叫

納め149MW斜流ポンプ水小は,先に同

社に約人Lた.Tl石松第
一党1宜†叶の88MW

区Ill 中部電力

株式会社馬瀬川

第一発電所納め

149MW斜)充ポン

プ水車ランナの

つり込み

斜流ポンプ水中を人きく上｢口1る世界拉

大芥Jli二のものであり,日朋口51年7月_呪

地ふし験を恥事完J′L,骨業運転を開始

した(図11)､〕

二のポンプ水中の‾i三な新技術を次に

述べる｡



図12 中部電力株式会社馬瀬

Jll第一発電所納め発電電動機

の回転子つり込み

(1)高比速度ランナの開発と不二左石三件

能の改善

(2)長放水路と揚水機器を総合した過

f度_睨象の解析

(3)耐キャビテーション性金属溶柑の

開発と施+二方案の確立

などの新技術と,更に可動蛍の持氏を

生かし,人きな落差変動と水量変動に

対し高性能な高速大容量機であり,今

後の水資i原の高J空利川と経折的開発に

大いに子貨二ょつことであろう｡

我カヾ園長大の制動巻線始動発電

電動機運車云を開始

中部電力株式会社馬瀬川第一一発電所

納め160MVA/160MW発電電動機2f‾i

が完成し,営業運転を開始した｡この

発電電動機は,制動巻線始動方式とし

ては日本一妓大苓量の記鈷機であるばか

りでなく,製作限界に近い人谷量機で

ある(図12)｡

ニの発電電動機の主な特徴は次のと

おりである｡

(1)始動用として日立製作所が製作し

た最大寸法の特殊鋼fナ金製制動巻線を

持っている｡

(2)始動時の過i度j辰動を抑制するため,

固定子わく,ブラケットなどの支持構

造物は特に強l司なものとした｡

(3)推力軸受は熱絶縁されたシュⅥに

セルフポンプからの冷油を直接昇圧給

才由する方式を採用した｡

隊
騙

火力発電設備

海外にて大容量タービン運転を

開始

輸出タービン大答量化の先駆けとな

った60Hz用カナダNBEPC(New

Brums▼Vick Electric Power Com-

mission)コールソンコープ1号機315

MW,50Hz用アルゼンチンSEGBA

(Servicious Electricos delGran

Buenos Aires S.A.)コスタネラ6号

機350MWがそれぞれ運転に入った(図

13)｡大容量タービンの輸出について

は,各国メ【カーの特許により制約さ

図13 アルセーン

チンSEGBA納め

コスタネラ6号

機350MWタービ

ン発電機

れていたが,日立製作所の最新技術を

駆使したこれらのタービンは,ニれら

の制約を克服し,現在好調に運転され

ている｡特にコールソンコープ1号機

では性能試験も完了したが,各箇所の

効率向上対策の成果が表われ保証値に

対し大きな余裕を持つ結果が得られた｡

今後,エネルギー保存の立場からも高

効率プラントの市場要求が厳しいが,

コールソンコープ1号機の性能試験の

結果はこの要求を満足するものである｡

現在,コールソンコープ2,3号機

を含め,このクラスのタービン十数台

を設計,製作,据付中である｡
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LNG燃焼1,000MW用超臨界庄

ボイラ プラントの完成

LNG(液化大然ガス)燃焼として我

が国で殻大′拝呈を誇る1,000MWf†J超

臨界圧力UPボイラが(図14),東京電

プJ株式会什帥ヶ浦火力発うこはI叶節3ぢ･措と

して据付を完成した｡本ボイラは､既

に多くの運転実績により,卜分なイ三村

仰が席上二されてし､るB&W UPポイラ

をLNG燃焼用に-没.汁した穀ノヾ連続ノ堆

党二ら圭3,110t/h､過熱器山IJ255kg/cm2

5430c,抑熱器.l-H=43.8kg/cln25680cの

ユニットである｡f蒜塙付さ.獲に関して,

上騒■･■-1二仙止放び排ガスlいの弓号去恨化二物の

帆i城に舟之新の化術がす末川された.｡

二のプラントの七右･特上主を次にホす｡

(1)火炉流体系路は､UP-UPイ清遊

を採川,火炉‾卜糀から,-･次,ニニ大トーニ

ニ大枚び分1帥】たを.さ貨け,ノべ-ナ部仁ミ熱伯i

〔D冷却水導出入装置 ②実用試写実機 ③多点計測装置 ④2′000kVA

(l′000A,200V)直流電i原設備 ⑤純水供給装置

妻窮

考

匡‥5 試験中の】20MVA完全水冷却タービン発電機の実用試験機

皿4

図14 東京電力株式会

社袖ヶ浦火力発電所第

3号礎

f与荷を帆く して,平素酸化物の†氏i城を

【潔トノてし､る.｡

(2)セルバーナチモ■寸マルチスパソト オス

パーーナに燃焼け‾J′ノニセムtを一一次,∴次,‾一二

二大に分1判Lたサーキュラ巧せデュアル エ

ア レジスタをj末用し,∴J没燃焼放び排

オ､ス汁占ナナのil叶〃J〔をイ作用して,竿ミ‾茹恨

化物の什tさ城を【潔ト〕ているlつ

(3)ソリッドステート化されたプラン

トH封帰り御装置,バーナ日動制御装置

による省プJ化に加えてユニット負荷を

l叶内単独負荷まで急速に絞り込む機能

を持たせている｡

完全水冷却タービン発電新開発

日立製作所は,大容量発電プラント

として多くの利点を持つ完全水冷却タ

ービン発電機の開発に成功した｡本開

発では,1,120MVA,∴極タ【ビン発

電機の設計をべ】スに鉄心長だけを約

去に縦小し,その他の寸法は実物大と

した120MVAの電気出力を持つ試験機

を製作し,長期にわたって諸特性試験

を実施し性能,信束則隼の確認を行なっ

た｡図t5に回転試験中の120MVA実用

試験機の二状ラ兄を示す｡本発電機は,固

定子及び回転子の発熱部分にすべて水

冷却方式を採用し,現状の冷却方式を

大幅に改善したことが人きな特長であ

り,大幅な重量低i成,夜間などの軽負

荷時の著しい効率向_L,時定数が短い

ので急速励磁の要求される特殊電卓原設備

への応用など多くの効果が期待できる｡



図柑 500kV複合開閉装置

囲16 テざィジタル形電子油圧式調速機キユーピクル

日

蒸気タービン用ディジタノレ形電

子油圧式.調速機の開発

日立製作所は,最近進歩の著しい小

形計算機の技術を応用した電十油圧式

調速機を開発Lた｡本システムでは利

子卸の中核部分を構成する中央演算処理

装置,人出力装置が完全に二重化され

ている｡

計算機内部の自己診断機能により,

ノブ一片側の計算機が故障した場合には

子イ尉別の計算機に切り替えられ,調速,

ず乎好事

ノ_㌦て一㌦

三_､′花ンミ還送､ク寛ご

≦廷箋姦琴攣苧′三さ､叩=…滋ご

'㌻∨′′∨ごここ‾′ニざ1買器宍､だコ′～､㍗㍍w

言′ご遥

負荷肘J御が連続的に‖J能で高いシステ

ムイ言柑件を確イ米している‖

タービン運転中でも,故障Lた1竜一r-

i汁算機の故障プリント枇の柁頬,そう

入場所を,附属の特殊ツールにより識

別可能で,似守に関して専門技術を必

要としない｡

装置は,14椎の北本機能及び10柏の

オプション機能を備えており,従水不

叶能であった校雑な機能をプログラム

的に処理し,多様な顧客需要に応じら

れるよう設i汁されている(図16)｡｢

タ拗i

図17 関西電力株式会社多奈川第二発電所納め2′000t/d造水装置

蜜

を′

､ぎ町L′-_Wm

多段フラッシュ式こ進水装置の完成

通商産業省工業技術院大型プロジュ

クトの一つである海水音炎水化の研二究で,

100,000t/dモジュール プラントによる

各椎研究を行ない,白己回復型pHコン

トロ【ル法によるスケール防止及び海

水前処理装置の特性試験を実施し,人

巧竺化技術を確二)工した｡

関丙電力株式会社多奈川第二発`屯所

納め2,000t/dプラントは,試運転を

完了し造水足,造水倍率,生成淡水純

度などの主要件能値は目標値を上回る

ことが確認された｡本装置は完全自動

化されており,中央操作賀からワンタ

ッチで起動･停止ができる(図け)｡

更に,社内に30,000t/dモジュール

プラントを設置し,大容量多段フラッ

シュ装置の設計･製作体制を確立した｡

送変電ヰ幾器

550kVノヾッファ形ガスしゃ断器

及び複合開閉装置

バソファ形ガスしゃ断器は動作原理

が簡単で,部品点数も少なく信根性及

び保守件に優れており,今後の電力用

しゃ断器の主流.を占めるものと予想さ

れる｡

今回,300kVガスしゃ断器に引き続

き550kVバッファ形ガスしゃ断器を完

成し,各電力会社の立会試験を行なっ

た(図18)‖

15



図20 据付中の;由浸型サイリスタ バルブ

図19 ポーランド納め400kV500MVA単巻変圧器

主な仕様は次のとおりである｡

(1)定格電圧:550kV(2)定格電流:4,000/

8,000A(3)定格しゃ断電流:50kA(4)定

格しゃ断時間:2サイクル

また,同時にLや断器と断路器,才妾

地開閉器を-一一イ本に構成した綾子㌢開閉装

置も完成した｡本手夏子ナ開閉装i茸は,U

,､ンニ製作所独白の直線配置プ了式により構
成されている｡この直線円亡置イ混成及び

カースしゃ断器の技術が評価され,アメ

リカ,ボンネビル電力け(BPA)から

500kV複合開閉装置を√受注し,⊥呪イ仁製

作中である｡

ポーランド納め400kV500MVA

三相単巻変圧器

先に日立皇望作卜叶は,ポーーランド

ELEKTRIM(電気機器輸入公団)との

問で400kV500MVA単巻変口三器の製作

納入,及び同変圧器並びに400k.V426

MVA三相変圧器をはじめとする変圧器

の設計製作技術を供与する契約を結ん

だが,本変圧器は,ニの契約に湛づき

製作されたものである｡今後,本変圧

器と同一一の製品がポーランドで製作さ

れることになるため,本変1主器の設計

製作に当たってはポーランドの実情を

十分考慮L,鉄心橋造の合群†とによる

無負荷損の低減,タンク及び鉄心締付

令具へのけい素鋼ノ阪シールドの採用に

よる負荷損の低減を図るととい二,有

限要素法によるカバーの解析を行ない

500MVA変圧器の本体カバー鉄道輸送

を実現した(区I19)｡
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東京電力株式会社新信濃変電所

納め

油浸型サイリスタ ノヾノレブ完成

国産技術を川いた50～60Hz間の300

MW異同披連系.設備のうち,60Hz例の

機器を東京電力株式会社より′受注し,

現在各機器を新イ言i農変電所に押付け調

繁中である｡本設備は才由浸彗リサイリス

タ バルブ,主要変圧器,直流リアクト

ル,削御装置などより構成されるが,

なかでも油浸チ弓■壬サイリスタ バルブは,

4,000V800Aサイリ スタを向列数120

偶,並列数2個で1アームが構成され,

墓

図2t 東京電力株式会社新栃

木変電所における全ティジタ

ル新制御方式の耐雑書に関す

る実証試験状況

才£

七‾捕り空を巧‾店､して1電子部■ローなどは一選別

が行なわれ,組み込まれている(図20)｡

主要定格は次のとおりである｡

(1)変換容量:300MW

(2)忘三格直†充電圧:125kV

(3)定格直流電流:1,200AX2(12パ

ルス)

全ディジタノレ新制御方式の而寸雑

音に関する実証試験開始

う電力系統における保了穫,制御技術は

系統の巨大化,幸宏雉化に伴って一一段と

議場

膚
且
l
乙
町



区122 実寸大二次元油う充モデル
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高度化してゆく傾｢fりにある｡これに対

処するため,アナログ技術を主体とし

た現行の保一穫,制御技術に対し,ディ

ジタル技術を導入して情報精度を｢‾占J上

し,情報伝送の合理化を図るとともに,

制御用計算機による保言壁,;別御の有機

的結fナを行なう新しいディ ジタル制御

システムへの移行が期待されている｡

このディジタル制御システムの一環

として,実用化上の課題である超高拝

変電所など強電磁界における雑音の実

態を把才足し,更にディジタル保j護演算

装‾置の耐雑音件を言弼査することを目的

夢

図23 3MVA H種レジ

ン モールド変圧器

として,東京電力株式会社新栃木変電

一昨で試験装置によるフィールド テスト

を開始した｡

本試験装置(図21)は,人きく分けて

雉音観i則部と演算処理部から構成され

ており,前者は,雷撃時など外来雑音

の主な侵入経路である電流,電圧変成

器回路及び操作用直流回路を介しての

異常人力を検出L,その波形槻影を行

なうなどして,十法人雑音の実体を把捉

し,後‾芹はディジタル保護演算過程に

おける雉去二の影響を調査できるように

なっている｡

大容量変圧器の冷去口技術の向上

冷却技術の向上は,大容量変圧器の

信束如空l‾F‾口上において重要課題の一つで

ある｡巻線のf且度上昇を決める二桟礎要

因である油i安紙の熱伝導率,導体表面

の熟伝達率及び有効仁こ熱面積を一括礎実

験,熱i充解析により明確にするととも

に,巻線中のラ充通分布,圧力損失特性

については,図22に示す円板及び円筒

巻線の実r十大二次元モデルを製作し,

熱パルス法などを用いて)充れの詳細な

解析を行なった｡これらをベースに,

分岐合音売手員失などを考慮した一一般的な

強制冷却時の油流計算プログラム及び

一巻線内各部分の局部i温度上昇計算プロ

グラムを開発し,500kV大容量試作器

による計算結果が測定結果とよ く一致

することを確認した｡この結果,製品

の冷却特性のよりいっそうの向上が期

待できる｡

大容量レジン モーノレド変圧器

高耐熱件のH種絶縁注巧竺用MIレジ

ンを使用し,高度のモールド注彗■壬技術

により,大容量H種レジン モールド

変圧器を開発した(図23)｡本器は耐熱

性,難燃性,耐湿性,耐汚手員件,イ氏騒

苦,小形,軽量などの特長を持って

いる｡

特に多くの人々の集まるビル,ホテ

ル,地下街,劇場,鉄道,病院,学校,

+二場などの配電設備として,防災安全
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図25 二重管式高圧熱交換器
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図24 回転円板抽出機

対策が重要視される場一昨に与を適である｡

また,保守:がほとんど不要であり,一斉

糾点検が谷易で,安全性を持っている｡

イヒ学プラント

大形イヒ学機械の手爵出

日立‾製作所は,これまで子1一拍精製む

石油化学プラント用の各権化学機1減を

多数輸出してきたが,プラントの大容

量化,高性能化に伴い,機器はますま

す人形となり,また他用条什も過酷な

ものとなってきている｡このため,厳

格な品質管理休制のもとに二丁場聖望作技

術だけでな〈,輸送,】丸地組_､ンニノ女び据

付まで含めたシステイマティ､ソクな管

理体制が要請される｡

日立製作所は,このほど国内最大の

容量1,200m3のエアリフト式士吾養槽を,

フィリ ピンに分判発送Lて現地で据付

完了した｡本機器は薄肉大任の軸非対

称イ構造をしておr),その設i汁に当たり,

モデル機の強度解析を行なったうえで

着手した｡本機器の完成は,業界にお

ける培養槽の大形化,高性能化の動向

に対処できる技術力を示す実績の一一つ

となった｡

また,日カニ製作所は,世界各地にプ‡

否族抽出装置として,回転円板抽出機

を輸出しているが,その-･例として滋

近,塔部内径約4m,仝高50m,容量

580m3,機器重量350tの大形機器を完成

船積みした(図24)｡

この回転円板抽出機は,駆動部,ロ

1S

ータなどは分パリ発一途きれ,拙地で組､上

が行なわれた｡

また本機は,シール部に日立製作I叶

独自のダブル メカニカル シールが採

用されているのも特上‾主の一 一つである｡

本機器の完成により,ニの分野での

設計及び製作に関する技術力のし､つそ

うの-蓄積が進められた｡

その他,特殊大形化機の輸山として

はLUMMUS仕納めオ"ストラリア｢Fl]

け年産10‾万tという世弊舷大紋のスチレ

ンモノマー プラント用J丈応塔がある｡

このプラントは,我が托1初の新モンサ

ント プロセスによるものであり,本機

器の仙川†且J空条件は板めて厳しく,L

かい勺耶梢道三物は熱I11川丈を良くするた

め特殊紙造となっているなど,従来の

反方じ塔とは異なる三拝官貨を持ってし-る｡

そのため,本機の設計に当たっては,

熟んむ力を含めた応力解析,材料ノ女び溶

才安部のクリ∽プ.三人験による検討を行な

ったうえで右手した｡

これらの実績は,輸州化乍機f戒の大

形化,■‡引生能化に対処する日+ンニ製作所

の技術力をホすものである｡

中華人民共和国糸内め低密度ポリ

エチレン製造プラント運転開始

中華人民1ヒ和円(シャンハイ)納め,

低密J空ポリエチレン整望造プラントは,

昭和51年8月に据付を完了し,一呪在好

調に運転中である｡[司内では,既に多

くのプラントの納入実績を持っている

甥′慧′ら

弘済
げ小一■

_乃｡抑1ぷニ:--こ扮
でノ㌦;仙〝ご∵r鋤′′′`ニ㌦

が,今回のようにJ京料エチレンノ要人れ

から製品ペレットt土装まで-一一括プラン

ト輸出_1したのは初のケースである｡こ

のプロジュクトでは,設計,製作,検

璃ミ,梱包,輸送に乍る各業務に日_ウニグ

ループの総合力を発揮し,吏に,据付

放び運転指導を行なった｡なお,この

プラントは一二菱油化株式会=什と日立二製

作中斤で共同′安打ミしたものであり,プロ

セスは 二二菱油化-BA S F法,谷量は

3‾万t/年×2系列である｡主要設イ儲の

運転は,超高圧条件下で行なわれ,そ

の1tデ縮機は日立製作所で,反応器及び

熱交換器類はパブコック日_､ンニ株式会社

で製作Lた(図25)｡

ポリエステノレ連続重合プラント

口上二製作†叶は過去15年来,ポリエス

テル_屯でナプラント及びk応器を匡Ⅰ内8

引二,海外18社に納人している｡

これらプラントのエンジニアリング,

装置の製作などで得た知.識を生かし,

図26に示したrlて乙独臼の｢メガネ蛍重

合器+(日本､アメリカ,西ドイツなど

で特許権成立済み)の開発に成功し,こ

の二窮介器を中心としたテレフタル戸軽を

J京料とした重介プロセスをヲ己成した｡

このプロセスは,エチレングリコー

ル悦単位の低いエステル化工程と,う盃

い垂f与川吉日りで高品質のポリマーが得ら

れる重縮合工程より成っており,あら

ゆる種類の触媒にも,シミュレータに

より重合器のfヒ様がブ央められる多用性



転
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を持ってし､る｡

本プラントは,昭和51年5月から50

t/d l系列が稼動中であるが,吏に

昭和52年完成の二千走で60t/d 2系列

を建設中である(図26)｡

高純度テレフタル酸製造プラン

トの完成

かねて,松山了了油化学株式会社に建

設中であった高純度テレフタル醸(HTA)

¢

■ヽL

緋

(a)断 面

図26 ｢メガネ翼重合器+概形区l

ごや懲
轡竺

製法造プラントがこのほど完成し,甘業

逆転に人った｡松山了了油化学株J〔全祉

の開発したプロセスを乍と川Lてし､る本

プラントは,酢略言容喋巾でパラキシレ

ンの乍乞ミl唆化を行なし､,精‾製コニ程なし

にポリエステル繊維の収料としてのポ

リマー グレードの高純度テレフタル酸

を巷望遺するものであり,世界的に注目

を集めている｡またプラント能力とし

ても凹内尭を大弟汲のものである｡

この椎のプラントの化学機器の特徴

は,プロセス丁充体が高i温の酢酸1容液で

+

jこ

図2了 高純度テレフ

タル酸製造プラント

あることから,主要機器材料はSU S

316L,S U S317Lなどのステンレス

鋼材及びチタン柑が使われていること

である｡このような高級耐食性材料は,

高度の設計,製作技術が要求される｡

特にチタン製の才覚拝機什反応器はプ

ラントの心臓部であるため,軸封装置

ク)脱スケールを容易にする冷却方式を

採印するなど,信束利生向上のためのく

ふうが随卜好に採r)入れられている｡ま

た,人きさもチタン製としては国内最

大級の撹拝機である(区127)｡
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(b)上から見た図
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